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東
日
本
大
震
災
対
策
本
部

（
本
部
長
・
�
大
日
本
水
産

会
白
須
敏
朗
会
長
）
は
７
月

２８
日
、
鹿
野
道
彦
農
林
水
産

大
臣
に
対
し
て
、
漁
船
漁
業

・
漁
業
生
産
の
再
建
支
援
、

水
産
加
工
・

流
通
機
能
の

再
建
支
援
、

金
融
・
保
証

制
度
へ
の
支

援
、
漁
港
等

の
イ
ン
フ
ラ

復
興
へ
支
援

等
を
柱
と
す

る
「
東
日
本

大
震
災
に
係

る
要
請
」
を

行
っ
た
。

第
一
次
、

第
二
次
補
正

予
算
が
組
ま

れ
た
が
、
本
格
的
な
復
旧
・

復
興
の
た
め
に
は
、
支
援
対

策
の
更
な
る
強
化
と
継
続
が

不
可
欠
か
つ
緊
急
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
被
災
地
域
漁
業

の
真
の
再
生
復
興
を
図
る
た

め
に
、
地
元
関
係
者
の
意
向

を
十
分
勘
案
し
た
支
援
措
置

の
拡
充
強
化
を
要
請
し
た
も

の
で
あ
る
。
白
須
会
長
、
当

会
田
中
会
長
以
外
の
主
な
要

請
者
は
次
の
通
り
。

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
会
長
服
部
郁
弘
、
�
全
国

遠
洋
沖
合
い
か
つ
り
漁
業
協

会
会
長
川
口
恭
一
、
漁
船
保

険
中
央
会
会
長
上
野
新
作
、

全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
中
山
嘉
昭
、
全

国
蒲
鉾
水
産
加
工
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
石
黒
駒
士

等
（
順
不
同
）。
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平
成
２３
年
度
の
第
１
回
拠

点
漁
港
高
度
利
用
推
進
検
討

委
員
会
が
７
月
２２
日
、
開
催

さ
れ
た
。

特
定
第
三
種
等
の
拠
点
漁

港
の
水
産
関
連
施
設
が
、
最

盛
期
で
あ
る
昭
和
５０
年
代
の

生
産
に
対
応
し
た
機
能
・
規

模
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
の
漁
業
情
勢
の
変
化
に

よ
り
生
じ
た
各
種
問
題
に
よ

り
、
非
効
率
、
高
コ
ス
ト
で

付
加
価
値
向
上
が
図
れ
な
い

と
と
も
に
、
国
民
の

求
め
る
水
産
物
の
安

全
の
確
保
等
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

拠
点
漁
港
に
お
け

る
水
産
業
の
再
生
等

を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
漁
港
の
衛
生
管

理
の
向
上
及
び
水
産

活
動
の
効
率
化
、
コ

ス
ト
縮
減
・
付
加
価
値
向
上

に
資
す
る
民
間
及
び
地
方
公

共
団
体
の
水
産
関
連
施
設
の

機
能
・
配
置
の
再
編
・
高
度

化
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
用
地
等
の
関
係

に
つ
い
て
効
率
的
か
つ
合
法

的
に
推
進
す
る
手
法
が
い
ま

だ
確
立
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

昨
年
度
は
委
員
会
を
３
回

開
催
し
、
拠
点
漁
港
の
利
用

状
況
、
問
題
点
、
要
望
等
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
や
漁
港
を
類
型
化
し
て

類
型
ご
と
の
漁
港
施
設
等
の

再
編
、
高
度
利
用
手
法
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
長
崎
、

枕
崎
、
塩
釜
の
３
地
区
で
協

議
会
を
年
３
～
５
回
開
催
し

て
衛
生
管
理
に
取
組
む
課

題
、
対
策
や
漁
港
施
設
等
の

機
能
、
配
置
の
再
編
・
高
度

化
の
た
め
の
計
画
な
ど
を
検

討
し
た
ほ
か
、
衛
生
管
理
に

関
す
る
情
報
発
信
の
実
証
実

験
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
引
き
続
き
調
査

対
象
と
し
た
地
域
に
お
い

て
、
有
識
者
、
不
動
産
鑑
定

士
、
漁
業
者
、
加
工
・
流
通

業
者
、
商
工
関
係
者
、
自
治

会
等
の
多
様
な
関
係
者
の
参

画
の
も
と
で
、
次
の
二
点
に

つ
い
て
漁
業
地
域
の
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
手
法
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

�
漁
港
の
水
産
活
動
の
効

率
化
、
コ
ス
ト
縮
減
・
付
加

価
値
向
上
に
資
す
る
民
間
所

有
を
含
む
漁
港
施
設
等
の
機

能
・
配
置
の
再
編
・
高
度
化

�
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌

所
等
に
お
け
る
衛
生
管
理
手

法
の
改
善
、
新
た
に
取
り
組

む
漁
港
の
生
産
者
側
の
意
識

向
上
及
び
衛
生
管
理
情
報
の

発
信
等
漁
港
の
高
度
衛
生
管

理
の
取
組
促
進

検
討
委
員
会
は
橋
本
牧
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
委
員
長
に

は
昨
年
度
に
引
き
続
き
長
野

章
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学

名
誉
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。

議
事
は
、
委
員
長
の
司
会

進
行
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
事

業
全
体
の
説
明
が
行
わ
れ
た

後
に
、
�
高
度
化
に
関
す
る

考
え
方
�
再
編
・
高
度
化
、

衛
生
管
理
に
取
り
組
む
漁
港

調
査
の
目
的
・
視
点
�
地
域

水
産
業
活
性
化
手
法
調
査
事

業
実
施
地
域
の
現
状
と
取
り

組
み
方
法
�
衛
生
管
理
Ｐ
Ｒ

実
証
試
験
方
法
に
示
す
２３
年

度
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
担

当
者
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、

出
席
委
員
よ
り
意
見
・
質
問

が
活
発
に
出
さ
れ
た
。

今
後
、
第
２
回
委
員
会
（
１１

月
中
旬
）
を
経
て
、
第
３
回

委
員
会
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

の
た
め
の
検
討
を
行
う
。

拠
点
漁
港
高
度
利
用
推
進

検
討
委
員
会
委
員
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

▽
長
野
章
（
公
立
は
こ
だ

て
未
来
大
学
名
誉
教
授
）
▽

婁
小
波
（
東
京
海
洋
大
学
教

授
）
▽
田
中
憲
壯
（
西
日
本

魚
市
�
常
務
取
締
役
）
▽
坂

本
雅
信
（
銚
子
市
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
）
▽

中
山
嘉
昭
（
全
国
水
産
加
工

業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
）

▽
葛
西
幸
一
（
青
森
県
三
八

地
方
漁
港
漁
場
整
備
事
務
所

所
長
）
▽
浅
川
典
敬
（
水
産

工
学
研
究
所
地
域
基
盤
研
究

チ
ー
ム
・
チ
ー
ム
長
）

第
１４
回
水
産
政
策
審
議
会

の
総
会
及
び
部
会
・
分
科
会

が
８
月
３
日
、
東
京
・
港
区

の
南
青
山
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。審
議
会
総
会
で
は
、
会
長

に
山
下
東
子
委
員
（
明
海
大

学
経
済
学
部
教
授
）
、
会
長

代
理
に
馬
場
治
委
員
（
東
京

海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
海
洋

政
策
文
化
学
科
教
授
）
を
選

任
。
農
林
水
産
大
臣
か
ら
「
水

産
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
」
が
諮
問
さ
れ
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
企
画
部
会
（
部
会
長
・

山
下
会
長
、
部
会
長
代
理
・

馬
場
会
長
代
理
）
を
月
に
１

～
２
回
程
度
開
催
し
、
�
分

野
毎
に
現
状
や
今
後
の
施
策

の
方
向
、
�
水
産
物
の
自
給

率
の
目
標
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
現
地
視
察
も
実
施
。
２４

年
２
月
上
旬
に
審
議
会
と
の

合
同
会
議
で
基
本
計
画
の
骨

子
を
取
り
ま
と
め
、
２
月
下

旬
に
基
本
計
画
の
本
体
の
検

討
、
３
月
上
旬
の
審
議
会
に

お
い
て
答
申
、
３
月
下
旬
に

閣
議
決
定
の
予
定
。

漁
港
漁
場
整
備
分
科
会
で

は
、
分
科
会
長
に
近
藤
健
雄

委
員
（
日
本
大
学
理
工
学
部

教
授
）
、
分
科
会
長
代
理
に

來
生
新
委
員
（
放
送
大
学
副

学
長
）
を
選
任
。
農
林
水
産

大
臣
か
ら
「
漁
港
漁
場
整
備

基
本
方
針
の
変
更
及
び
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
」が
諮
問
さ
れ
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
８
月
３
日
の
現
状
と
課

題
や
今
後
の
施
策
の
方
向
等

に
つ
い
て
検
討
の
後
、
１１
月

上
旬
に
�
次
期
長
期
計
画
構

成
案
、
�
重
点
課
題
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
２４
年
２

月
上
旬
に
次
期
長
期
計
画
骨

子
取
り
ま
と
め
、
２
月
下
旬

に
次
期
長
期
計
画
本
体
の
検

討
、
３
月
上
旬
に
次
期
長
期

計
画
に
つ
い
て
答
申
、
３
月

下
旬
に
閣
議
決
定
の
予
定
。

平
成
２３
年
度
九
州
地
区
漁

港
漁
場
大
会
が
宮
崎
県
漁
港

漁
場
協
会
の
主
催
で
７
月
１

４
日
、
川
南
町
の
「
川
南
町

文
化
ホ
ー
ル
（
ト
ロ
ン
ト
ロ

ン
ド
ー
ム
）
」
で
九
州
各
県

か
ら
約
６
０
０
名
が
参
加
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

高
鍋
神
楽
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

児
玉
隼
人
宮
崎
県
漁
港
漁
場

協
会
副
会
長
（
都
農
町
漁
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）
の
開
会
の
言
葉
に
始
ま

り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
日

高
昭
彦
宮
崎
県
漁
港
漁
場
協

会
会
長
（
川
南
町
長
）
よ
り

「
こ
れ
ま
で
漁
港
、
漁
村
の

整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
九

州
地
区
の
仲
間
が
参
集
し
、

心
を
一
つ
に
し
て
そ
の
決
意

を
訴
え
、
着
実
に
そ
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
。
３
月
に
東

北
で
は
３
１
９
漁
港
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
今
な
お

多
く
の
仲
間
が
苦
し
ん
で
い

る
。
宮
崎
県
で
は
昨
年
の
口

蹄
疫
で
全
国
の
方
々
か
ら
暖

か
い
ご
支
援
を
頂
い
た
。
今

こ
そ
関
係
者
が
一
致
団
結
し

て
九
州
か
ら
東
北
へ
エ
ー
ル

を
送
ろ
う
。

我
々
の
使
命
は
国
民
に
安

全
・
安
心
で
良
質
な
水
産
物

を
提
供
す
る
こ
と
と
安
全
で

快
適
な
漁
村
の
形
成
を
図
っ

て
い
く
こ
と
。
本
大
会
で
は
、

そ
の
実
現
の
た
め
大
会
決
議

を
し
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
開
会
挨
拶

が
あ
っ
た
。

続
い
て
水
産
庁
長
官
（
代

理
・
橋
本
牧
漁
港
漁
場
整
備

部
長
）
、
田

中
潤
兒
�
全

国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、

宮
崎
県
知
事

（
代
理
・
牧

元
幸
司
副
知

事
）
、
外
山

三
博
宮
崎
県

議
会
議
長
よ

り
祝
辞
が
呈

せ
ら
れ
、
山

村
晴
雄
川
南

町
副
町
長
か

ら
歓
迎
の
言

葉
が
述
べ
ら

れ
た
。
日
高
昭
彦
会
長
を
議
長
と

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
次

の
各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

一
、
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
早
期
策
定
と
着

実
な
推
進
に
つ
い
て
（
上
原

裕
常
�
沖
縄
県
漁
港
漁
場
協

会
会
長＝

糸
満
市
長
）

二
、
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
（
海
岸
事
業
）
の
推
進

に
よ
る
防
災
機
能
の
充
実
に

つ
い
て
（
田
畑
誠
一
鹿
児
島

県
漁
港
漁
場
協
会
会
長＝

い
ち
き
串
木
野
市
長
）

三
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
環
境
整
備
の
拡
充
強
化
に

つ
い
て
（
安
田
公
寛
熊
本
県

漁
港
漁
場
協
会
会
長＝

天

草
市
長
）

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た

要
請
行
動
を
実
施
す
る
�
全

国
漁
港
漁
場
協
会
へ
提
出
す

る
決
議
と
し
て
、
宇
戸
田
定

信
宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会
副

会
長
（
北
浦
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
）
よ
り
朗

読
さ
れ
た
決
議
文
を
満
場
一

致
で
採
択
し
た
。

最
後
に
次
期
大
会
開
催
県

を
大
分
県
に
決
定
し
、
藤
本

昭
夫
�
大
分
県
漁
港
協
会
会

長
（
姫
島
村
長
）
の
挨
拶
が

あ
り
、
浅
野
鐵
男
宮
崎
県
漁

港
漁
場
協
会
副
会
長
（
南
郷

漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
）
の
万
歳
三
唱
、
児
玉

隼
人
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉

で
終
了
し
た
。

大
会
後
、
「
無
防
備
の
日

本
の
現
状
を
語
る
！
（
大
丈

夫
か
日
本
の
危
機
管
理
）
」

と
題
し
て
志
方
俊
之
氏
（
帝

京
大
学
教
授
）
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
後
昼
食
を
挟
ん
で
、

参
加
者
は
町
内
の
川
南
漁
港

を
訪
問
し
、
漁
港
の
整
備
状

況
や
水
揚
げ
を
視
察
し
た
。

な
お
、
大
会
前
日
の
１３
日

午
後
５
時
か
ら
宮
崎
市
の

「
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
」

で
来
賓
、
各
県
代
表

者
が
参
加
し
て
九
州

各
県
代
表
者
会
議
が

開
催
さ
れ
、
九
州
地

区
の
大
会
の
あ
り

方
、
大
会
提
出
議
題

等
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
九
州
地
区
に

お
い
て
は
当
分
の
間

大
会
方
式
を
継
続
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
１３
市
の
市
長
で
構
成
す
る

特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協
議

会
（
会
長
・
野
平
匡
邦
銚
子

市
長
）
は
、
橋
本
牧
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
の
ほ

か
、
青
森
県
、
神
奈
川
県
か

ら
２
名
の
来
賓
を
迎
え
、
８

月
３
日
午
後
３
時
か
ら
東
京

の
「
ホ
テ
ル
・
ル
ポ
ー
ル
麹

町
」
に
お
い
て
、
第
１７
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
９
市

長
及
び
４
市
の
市
長
代
理
、

市
関
係
者
等
が
出
席
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
野
平
会
長
、

橋
本
部
長
が
挨
拶
。
菅
原
茂

気
仙
沼
市
長
が
「
特
三
市
長

会
会
員
各
市
か
ら
絶
大
な
る

見
舞
い
・
支
援
・
激
励
に
深

く
感
謝
す
る
」
と
お
礼
と
復

興
へ
の
決
意
を
述
べ
た
。

講
演
会
で
は
、
政
府
の
東

日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議

検
討
部
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

東
京
海
洋
大
の
馬
場
治
教
授

が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

水
産
業
の
復
興
」
と
題
し
、

特
三
漁
港
に
焦
点
を
当
て
て

語
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
２２
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
２３
年
度
事
業
計
画

な
ど
の
議
案
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。
次
期
総
会
を
長

崎
市
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
田
上
富
久
長
崎
市
長

が
招
致
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

議
事
終
了
後
、
橋
本
部
長

が
「
漁
業
地
域
の
復
旧
・
復

興
と
次
期
長
期
計
画
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
長
期
計
画
と

特
三
漁
港
の
整
備
に
関
す
る

講
演
を
行
っ
た
。

情
報
交
換
会
に
は
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
か
ら
本
田

防
災
漁
村
課
長
ら
が
駆
け
つ

け
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
市
の
市
長
を
は
じ
め
会
員

各
市
か
ら
挨
拶
が
な
さ
れ
、

和
や
か
な
う
ち
に
も
活
発
な

会
と
な
っ
た
。

平成２３年８月１５日 発行

毎月 １回１５日発行
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鹿野農水大臣（右）に要望する白須本部長

鹿野農水大臣に要請
第三次補正予算に向け

東東日日本本大大震震災災対対策策本本部部

第
１７
回
通
常
総
会
開
く

特
定
第
三
種
漁
港

市
長
協
議
会

水
産
政
策
審
議
会
を
開
催

次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
な
ど
審
議

漁 港 漁 場 月 報

挨拶する宮崎県漁港漁場協会の日高昭彦会長

（左上）と橋本牧漁港漁場整備部長（右上）

地
域
水
産
業
の
活
性
化
め
ざ
す

拠
点
漁
港
高
度
利
用
推
進
検
討
委
員
会

挨拶する橋本漁港漁場整備部長
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九
州
地
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港
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会

大会終了後は川南漁港を視察

宮
崎
県
川
南
町
で
開
催
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平
成
２３
年
度
北
日
本
地
区

漁
港
漁
場
協
議
会
が
７
月
１９

日
、
富
山
市
の
「
オ
ー
ク
ス

カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
で

秋
田
、
山
形
、
新
潟
、
富
山
、

石
川
の
５
県
の
漁
港
漁
場
関

係
協
会
等
か
ら
約
４５
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
堂
故
茂
富
山
県
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
氷
見
市

長
）
は
「
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
た
時
、
想
像

を
絶
す
る
大
惨
事
で
津
波
の

恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し

た
。
私
た
ち
は
安
全
・
安
心

な
水
産
物
を
国
民
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の

持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
だ
が
、
海
や

山
の
環
境
の
保
全
に
よ
る
国

民
全
体
の
財
産
と
し
て
の
沿

岸
地
域
の
創
造
、
国
土
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
水

産
業
が
果
た
し
て
い
る
様
々

な
多
面
的
機
能
に
対
す
る
国

民
の
一
層
の
理
解
と
支
援
を

求
め
る
運
動
を
展
開
し
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
水
産
資
源

の
安
定
的
な
確
保
や
漁
協
組

織
の
強
化
、
流
通
シ
ス
テ
ム

の
確
立
と
と
も
に
、
水
産
物

供
給
基
盤
施
設
の
着
実
な
整

備
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ

る
。
大
震
災
の
被
害
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
防
災
危
機
管
理

対
策
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
漁
業
従
事
者

の
高
齢
化
、

漁
村
の
過
疎

化
等
が
進
む

な
か
で
、
漁

村
の
多
様
な

伝
統
文
化
の

保
存
継
承
や

都
市
と
の
共

生
・
交
流
に

よ
る
総
合
的

な
漁
村
振
興

を
進
め
、
元

気
で
魅
力
あ

る
漁
村
づ
く

り
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
始
ま
る
『
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
』
に

十
分
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
橋
本
牧
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
（
代
読
・

伊
藤
敏
朗
計
画
課
課
長
補

佐
）
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
、
寺
井
幹

男
富
山
県
農
林
水
産
部
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

堂
故
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２４
年
度
予
算

編
成
等
に
対
す
る
要
請
活
動

に
向
け
て
�
全
国
漁
港
漁
場

協
会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ

い
て
第
１
号
議
案
か
ら
第
４

号
議
案
ま
で
の
提
案
理
由
の

説
明
の
後
審
議
し
、
い
ず
れ

も
提
出
議
題
と
す
る
こ
と
が

満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。

［
第
１
号
議
案
］
希
望
の

も
て
る
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
策
定
と
平
成
２４

年
度
事
業
の
円
滑
な
推
進

（
提
案
理
由
説
明
者＝

渡

部
幸
男
秋
田
県
漁
港
漁
場
協

会
会
長
〈
男
鹿
市
長
〉）

［
第
２
号
議
案
］
漁
村
の

人
々
の
生
命
・
財
産
を
守
る

漁
港
、
漁
村
及
び
海
岸
整
備

の
促
進
と
平
成
２４
年
度
事
業

円
滑
な
推
進
（
提
案
理
明
者

＝

五
十
嵐
安
哉
山
形
県
漁

港
漁
場
協
会
副
会
長
〈
山
形

県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
〉）

［
第
３
号
議
案
］
水
産
資

源
の
回
復
に
資
す
る
漁
場
整

備
の
促
進
と
平
成
２４
年
度
事

業
の
円
滑
な
推
進
（
提
案
理

由
説
明
者＝

當
摩
栄
一
�

新
潟
県
水
産
振
興
協
会
会
長

〈
新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長
〉）

［
第
４
号
議
案
］
安
全
安

心
な
水
産
物
の
安
定
供
給
を

支
え
る
漁
港
の
整
備
促
進
と

平
成
２４
年
度
事
業
の
円
滑
な

推
進
（
提
案
理
由
説
明
者

＝

持
木
一
茂
石
川
県
漁
港

漁
場
協
会
会
長
〈
能
登
町

長
〉）北
日
本
地
区
の
各
協
会
の

総
意
を
示
す
た
め
に
決
議
文

が
諮
ら
れ
、
尾
山
春
枝
富
山

県
漁
港
漁
場
協
会
副
会
長

（
新
湊
漁
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
）
が
朗
読
し
た

案
文
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
次
年
度
の
協
議
会

開
催
県
が
石
川
県
と
決
定
さ

れ
、
持
木
一
茂
石
川
県
漁
港

漁
場
協
会
会
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
閉
会
挨

拶
は
尾
山
春
枝
副
会
長
。

議
事
終
了
後
、
伊
藤
敏
朗

計
画
課
課
長
補
佐
よ
り
次
期

計
画
策
定
や
水
産
基
盤
整
備

事
業
関
連
予
算
を
巡
る
情
勢

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、

竹
野
博
和
富
山
県
農
林
水
産

部
水
産
漁
港
課
長
よ
り
「
富

山
県
水
産
業
の
概
要
」
と
題

し
、
富
山
湾
の
地
形
や
海
洋

構
造
の
特
徴
、
富
山
県
水
産

業
の
話
題
提
供
が
あ
っ
た
。

�
岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会

（
会
長
・
鈴
木
俊
一
前
衆
議

院
議
員
）
は
、
７
月
２６
日
午

後
２
時
３０
分
か
ら
盛
岡
市
の

水
産
会
館
に
お
い
て
、
平
成

２３
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
総
会
は
当
初
５
月

に
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め

延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
。

冒
頭
、
今
回
の
大
震
災
に

よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を

捧
げ
た
。

鈴
木
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
「
岩
手
県
は
、
先
人
の

努
力
の
お
陰
で
漁
港
の
整
備

は
着
実
に
実
施
さ
れ
、
漁
港

の
先
進
県
と
い
わ
れ
て
き
た

が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め

６０
年
間
の
成
果
が
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
今
後
は
漁
港
、

漁
場
の
復
旧
を
は
じ
め
生
産

か
ら
流
通
ま
で
一
貫
し
た
総

合
的
な
復
旧
・
復
興
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
と
き

こ
そ
本
協
会
の
役
割
が
重
要

で
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
漁
港
等
の
復
旧
に
際

し
、
集
約
す
べ
き
と
い
っ
た

間
違
っ
た
意
見
が
出
て
い
る

が
、
地
域
や
漁
業
の
実
態
に

あ
っ
た
復
旧
、
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
反
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述

べ
た
。
続
い
て
来
賓
の
橋
本

牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
県
知
事
（
代
理
・
上
野

善
晴
副
知
事
）
、
県
議
会
議

長
（
代
理
・
小
野
寺
研
一
副

議
長
）
、
田
中
潤
兒
�
全
国

漁
港
漁
場
協
会
会
長
か
ら
祝

辞
が
呈
さ
れ
た
。

県
議
会
議
員
等
来
賓
の
紹

介
の
後
、
小
林
昭
榮
田
老
町

漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
を
議
長
に
議
事
に
入

り
、
す
べ
て
の
議
案
を
提
案

ど
お
り
承
認
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
辞
任
に
伴

う
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
戸

田
公
明
大
船
渡
市
長
ほ
か
５

名
の
理
事
と
１
名
の
監
事
が

選
任
さ
れ
、
甘
竹
勝
郎
前
副

会
長
（
前
大
船
渡
市
長
）
の

後
任
に
上
机
莞
治
田
野
畑
村

長
が
新
た
に
副
会
長
に
選
任

さ
れ
た
。

広
島
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
田
中
達
美
江
田
島
市
長
）

は
、
７
月
２９
日
午
後
４
時
か

ら
広
島
市
の
「
八
丁
堀
シ
ャ

ン
テ
」
に
お
い
て
、
平
成
２３

年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。田
中
達
美
会
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
の
冨
永
嘉
文
広
島

県
農
林
水
産
局
長
及
び
田
中

潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

会
長
が
挨
拶
し
た
。

樋
口
元
武
氏
（
深
江
漁
業

協
同
組
合
組
合
長
）
を
議
長

に
選
任
し
て
議
事
に
入
り
、

平
成
２２
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
２３
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
提

案
ど
お
り
承
認
し
た
。

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
中
畑
保
一
県
議
会

議
員
）
の
第
６４
回
通
常
総
会

が
７
月
２９
日
午
後
４
時
か
ら

松
山
市
の
「
松
山
全
日
空
ホ

テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

中
畑
会
長
の
挨
拶
の
後
、

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

（
代
理
・
光
冨
喜
一
郎
防
災

漁
村
課
総
括
班
担
当
課
長
補

佐
）
、
愛
媛
県
知
事
（
代
理

・
石
川
孝
夫
農
林
水
産
部
水

産
局
長
）
、
田
中
潤
兒
�
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
（
代

理
・
鹿
田
正
一
理
事
）
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
愛
媛
県
漁

港
漁
場
協
会
功
績
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
脇
坂
則
夫
氏
（
松

山
市
）、
杉
野
重
遠
氏
（
同
）、

石
田
元
稔
氏
（
同
）
及
び
村

上
哲
也
氏
（
今
治
市
）
が
表

彰
さ
れ
た
。

中
畑
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２２
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
中
畑
保
一
会
長
が
再
任

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
か
ね
て
よ
り
全

国
漁
港
漁
場
協
会
か
ら
要
請

し
て
い
た
、
第
６４
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
の
平
成
２５
年
度

の
開
催
に
つ
い
て
、
１０
月
中

旬
に
松
山
市
で
開
催
し
た
い

と
の
提
案
が
事
務
局
よ
り
行

わ
れ
た
。
橋
本
顕
治
八
幡
浜

市
副
市
長
か
ら
、
高
度
衛
生

管
理
対
策
な
ど
を
施
し
た
新

し
い
八
幡
浜
漁
港
の
流
通
施

設
が
完
成
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
に

機
会
で
あ
る
と
い
う
意
見
発

表
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

�
大
分
県
漁
港
協
会
（
会

長
・
藤
本
昭
夫
姫
島
村
長
）

は
、
８
月
５
日
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
大
分
市
の
「
大
分
県

水
産
会
館
」
で
平
成
２３
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
の
藤
本
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
足
立
紀
彦
大
分
県

農
林
水
産
部
審
議
監
、
田
中

潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

会
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ

た
。平
川
一
春
大
分
県
漁
業
協

同
組
合
臼
杵
支
店
漁
港
整
備

協
力
会
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
に
入
り
、
全
て
の

議
案
を
提
案
通
り
承
認
し

た
。
来
年
３
月
に
解
散
が
予

定
さ
れ
て
い
る
�
大
分
県
漁

業
海
洋
文
化
振
興
協
会
の
沿

岸
漁
場
整
備
開
発
関
係
業
務

を
継
承
す
る
予
定
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
藤
本
会
長
、
山

本
勇
副
会
長
（
大
分
県
漁
業

協
同
組
合
長
）
及
び
秋
好
道

綱
専
務
理
事
が
再
選
さ
れ

た
。
さ
ら
に
新
た
に
西
嶋
泰

義
佐
伯
市
長
が
副
会
長
に
選

任
さ
れ
た
。

第
６０
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
漁

港
漁
場
協
会
協
議
会
が
７
月

１４
日
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の

「
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
」で
開
催
さ
れ
、

福
井
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、

和
歌
山
及
び
兵
庫
の
６
府
県

等
の
３１
名
が
出
席
し
た
。

開
催
県
で
あ
る
大
阪
府
漁

港
漁
場
協
会
の
千
代
松
大
耕

会
長
（
泉
佐
野
市
長
）
が
開

会
挨
拶
、
高
吉
晋
吾
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課

長
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
（
代
理
・
鹿

田
正
一
理
事
）
及
び
柳
楽
久

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
長

の
来
賓
挨
拶
し
た
。

千
代
松
大
耕
会
長
を
議
長

に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
提
出

議
案
４
件
に
つ
い
て
、
各
府

県
か
ら
提
案
理
由
が
説
明
さ

れ
た
。
京
都
府
か
ら
は
「
丹

後
の
海
の
恵
み
を
生
か
す
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
平
成

１７
年
度
策
定
、
２２
年
度
改
訂
）

に
掲
げ
た
京
都
の
強
み
を
活

か
し
た
力
強
い
経
営
体
の
育

成
、
実
践
研
修
に
よ
る
実
力

あ
る
担
い
手
の
創
出
、
漁
村

資
源
の
効
率
的
な
活
用
に
よ

る
「
丹
後
の
海
フ
ァ
ン
」
の

獲
得
と
い
う
重
点
施
策
の
達

成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
が

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
な

か
で
、
し
っ
か
り
し
た
水
産

基
盤
を
整
備
し
て
い
く
た
め

に
、
地
方
自
治
体
へ
の
財
政

支
援
と
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
確
実
な
推
進
が

必
要
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

滋
賀
県
か
ら
は

「
し
が
の
農
業
・
水

産
業
新
戦
略
プ
ラ

ン
」
（
平
成
２３
年
３

月
改
訂
）
の
達
成
に

向
け
て
漁
場
と
産
卵

繁
殖
場
の
整
備
・
保

全
に
よ
る
自
然
再
生

能
力
の
向
上
、
効
果

的
な
種
苗
放
流
や
天

然
再
生
産
の
助
長
に

よ
る
水
産
資
源
の
増

産
、
水
産
有
害
生
物

の
駆
除
の
強
化
、
担
い
手
の

確
保
と
漁
協
組
織
の
強
化
に

取
組
む
な
ど
水
産
業
の
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
に
は
漁
港
漁
場
漁

村
環
境
整
備
の
一
層
の
拡
充

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
説
明

が
あ
っ
た
。

兵
庫
県
か
ら
は
、
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
未
曾
有
の

津
波
被
害
の
教
訓
を
活
か
し

て
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南

海
の
３
連
動
型
地
震
へ
の
緊

急
対
策
が
必
要
で
あ
る
現
状

の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
漁
港
海
岸
事
業
計
画
の
早

急
な
見
直
し
と
平
成
２４
年
度

予
算
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

和
歌
山
県
か
ら
、
海
岸
施

設
の
整
備
や
陸
閘
の
常
時
閉

鎖
化
、
避
難
計
画
の
見
直
し

を
緊
急
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
こ
う
し
た
対
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施

す
る
に
は
、
「
地
震
・
津
波

対
策
事
業
」
を
創
設
し
て
地

震
津
波
対
策
を
総
合
的
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
交
換
を
踏

ま
え
て
、
次
の
提
出
議
題
が

採
択
さ
れ
た
。

一
、
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
策
定
・
推
進
と

平
成
２４
年
度
予
算
の
確
保
に

つ
い
て
（
京
都
府
他
）

二
、
漁
港
漁
場
漁
村
環
境

整
備
の
促
進
と
平
成
２４
年
度

予
算
の
確
保
に
つ
い
て
（
滋

賀
県
他
）

三
、
漁
港
海
岸
事
業
の
促

進
と
平
成
２４
年
度
予
算
の
確

保
に
つ
い
て
（
兵
庫
県
他
）

四
、
東
日
本
大
震
災
被
災

漁
港
漁
村
の
早
期
復
旧
支
援

と
新
し
い
「
地
震
・
津
波
対

策
事
業
」
の
創
設
に
つ
い
て

（
和
歌
山
県
他
）

ま
た
、
２４
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
の
開
催
は
兵
庫
県

と
決
定
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
高
吉
晋
吾

課
長
の
「
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
水
産
被
害
と
対
応
に
つ

い
て
」
、
堀
口
和
弘
大
阪
府

水
産
課
課
長
補
佐
の
「
大
阪

府
の
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の

概
要
」
及
び
藤
田
種
実
総
括

主
査
の
「
大
阪
府
に
お
け
る

増
殖
場
造
成
の
取
組
み
」
と

題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

翌
１５
日
に
は
、
岬
町
海
釣

り
公
園
「
と
っ
と
パ
ー
ク
小

島
」
、
同
町
深
日
漁
港
及
び

田
尻
町
田
尻
漁
港
の
海
洋
交

流
セ
ン
タ
ー
で
漁
業
協
同
組

合
が
主
体
と
な
っ
て
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
都
市
漁
村

交
流
事
業
を
視
察
し
た
。

７
月
４
日
（
月
）

新
潟
県
水
産
振
興
協

会
事
務
局
長
本
多
信
行

氏
全
国
水
産
加
工
業
協

同
組
合
連
合
会
常
務
理

事
杉
浦
正
悟
氏
、
同
会

前
常
務
理

事
濱
田
義

徳
氏全
国
漁

港
漁
場
協
会
田
中
会
長

は
富
山
県
へ
出
張

７
月
７
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
山
口
県
及

び
愛
知
県
へ
出
張

７
月
８
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

鹿
田
理
事
は
和
歌
山
県

へ
出
張
７
月
１３
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
宮
崎
県
へ

出
張７

月
１４
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

鹿
田
理
事
は
大
阪
府
へ

出
張７
月
１９
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
富
山
県
へ

出
張７
月
２６
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
岩
手
県
へ

出
張７
月
２７
日
（
水
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

副

参

事

（
総
務
課

長
）
高
橋

猛
氏
、
同

協
会
総
務
課
主
幹
植
村

和
子
氏
７
月
２９
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
広
島
県

へ
、
鹿
田
理
事
は
愛
媛

県
へ
出
張

水
産
庁
７
月
２６
日
付
。
▽

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課
付

（
外
務
省
在
モ
ロ
ッ
コ
日
本

国
大
使
館
二
等
書
記
官
）
粕

谷
泉

元
気
で
魅
力
あ
る
漁
村
に

��������	
 ���

挨拶する大阪府の千代松大耕会長

北
日
本
地
区
漁
港
漁
場
協
議
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
協
議
会

漁港漁場協会

大
阪
・
泉
佐
野
で
開
催
、６
府
県
が
参
加

北日本地区協議会で挨拶する堂故茂会長

漁 港 漁 場 月 報

水水
産産
庁庁
人人
事事

各各

県県

総総

会会

広
島
県
漁
港
協
会

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

自
７
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
７
月
３１
日

大
分
県
漁
港
協
会
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